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カ
ラ
ス
は
、
高
い
所
か
ら
目

で
見
て
餌
を
探
し
、
ご
み
袋
に

穴
を
開
け
て
餌
を
引
き
ず
り
出

し
ま
す
。「
餌
を
見
つ
け
ら
れ
な

い
」、「
物
理
的
に
つ
つ
か
れ
な

い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
対
策

①
生
ご
み
の
減
量

：

食
べ
物
は

余
ら
せ
な
い
。
水
切
り
の
徹
底

や
た
い
肥
化
を
行
う
。

②
ネ
ッ
ト
等
の
利
用

： 
隙  
間 
を

す
き 
ま

な
く
し
、 
ご
み
袋
全
体
を
覆
う
。

※
ネ
ッ
ト
の
代
わ
り
に
、
不
用

に
な
っ
た
レ
ー
ス
編
み
の
カ
ー

テ
ン
や
、
Ｓ
字
フ
ッ
ク
で
門
扉

等
の
少
し
高
い
所
に
か
け
る
こ

と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
生
ご
み
の
入
れ
方

：

生
ご
み

が
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
、

で
き
る
限
り
ご
み
袋
の
中
心
に

入
れ
る
。
新
聞
紙
等
で
包
む
。

ご
み
袋
の
口
を
し
っ
か
り
縛
る
。

④
時
間
を
守
る

：

夜
間
に
ご
み

は
出
さ
ず
、
収
集
日
当
日
の
朝

８
時
ま
で
に
出
す
。

※
排
出
日
が
違
う
・
不
分
別
等

で
残
さ
れ
た
ご
み
も
、
荒
ら
さ

れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
ご
み

排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ご
み
分
別

ガ
イ
ド
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
域
、
世
帯
等
で
効
果
は
異

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
合
っ
た

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
祝
日
等
の
ご
み
収
集

　

７
月　

日
豺
の
ご
み
収
集
は
、

２０

ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お

り
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

　

世
界
の
平
和
と
安
全
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の
願

い
で
あ
る
と
共
に
、
崇
高
な
責

務
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
恒
久
平
和
を
願
っ

て
、平
成
２
年　

月
１
日
に「
平

１０

和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

戦
後　

年
を
迎
え
る
今
年
も

７０

こ
の
宣
言
に
基
づ
き
、
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
て
、８
月
を
「
平

和
月
間
」
と
位
置
付
け
、
左
表

の
と
お
り
、平
和
に
関
す
る
様
々

な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

機
会
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽ 
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

東
大
和
市
商
工
会
で
は
、
市

の
補
助
事
業
と
し
て
、
地
域
の

消
費
喚
起
を
目
的
に
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
（
プ
レ
ミ
ア
ム
分

　

％
）を
販
売
し
ま
す
。販
売
額

２５等
は
下
表
の
と
お
り
で
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
購
入
方
法
等　

購

入
は
予
約
引
換
の
み
で
す
。
申

込
み
は
が
き
付
き
の
ご
案
内
を

７
月　

日
貂
ま
で
に
全
戸
配
布

２１

し
ま
す
の
で
、
８
月　

日
貊
ま

１４

で
に
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
下
図
参
照
）。

▽
購
入
限
度　

一
人　

冊
（　

１０

１０

万
円
）

▽
使
用
期
間　

９
月　

日
豺
〜

１４

　

月　

日
貅

１２

３１

▽
商
品
券
が
使
え
な
い
も
の

公
共
料
金
、
換
金
性
の
高
い
も

の（
切
手
・
印
紙
等
）、た
ば
こ
、

家
庭
廃
棄
物
指
定
収
集
袋
、
医

療
費
等

▽
注
意
点　

商
品
券
は
払
戻
し

不
可
。
お
釣
り
は
で
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
全
戸
配
布
す
る
ご
案

内
ま
た
は
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
商
工
会

�　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

事
前
申
込
み
は
、
8
月
１４
 日
 （金）
 ま
で
 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
 

　
　
　
　
　商
品
券
 2,500円分 
お得です！ 

商品券 

リサイクル 
協力店を 
利用しましょう 

　

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
の
店
頭

回
収
は
、
店
舗
の
営
業
時
間
内

で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
市
の
収
集
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
各
店
舗
の
ル
ー

ル
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
店
舗
に
よ
り
対
象
品
目
や
排

出
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
対
象

品
目
以
外
の
も
の
は
、
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

生
ご
み
の
 

 カ
ラ
ス
 

　
被
害
対
策
 

 8 月は 
平和月間 
恒久平和を願って 平和月間の 

シンボルマーク 

交通災害のない安全なまちづくり
に取り組むことを決意し、ここに、
東大和市を交通安全都市とする
ことを宣言する。

〔東大和市交通安全   　　
　　　　　   都市宣言（抄） 〕

商品券の販売額と内訳

１冊10,000円（500円券×25枚綴り）
※12,500円分の買い物ができます。販売額

500円券×12枚綴り
(6,000円分)

Ａ券
（全店取扱可能）内 

訳 500円券×13枚綴り
(6,500円分)

Ｂ券
（大型店以外取扱可能）

市内のリサイクル協力店と対象品目

対 象 品 目店　名

ペットボトル、新聞・雑紙等、食品トレイ、紙パック、
アルミ・スチール缶、キャップ、ガラスびんイトーヨーカドー東大和店

ペットボトル、食品トレイ、紙パックいなげや玉川上水駅前店

ペットボトル、食品トレイ、紙パックいなげや東大和店

ペットボトル 、食品トレイ 、紙パック 、アルミ・スチール缶、
キャップ、透明食品容器エコスTAIRAYA奈良橋店

ペットボトル、食品トレイ、紙パックオリンピック村山店

食品トレイ、紙パックカネマン

ペットボトル 、食品トレイ 、紙パック 、アルミ缶 、キャップ 、
卵パック、プラスチックトレイコープみらい上北台店

食品トレイ、紙パック、透明食品容器食品の店おおた東大和店

ペットボトル、食品トレイ、紙パックつるかめらんど東大和店

ペットボトル、食品トレイ、紙パック、アルミ缶、キャップヤオコー東大和店

問合せ内容場所開催日・時間事業名

郷土博物館
� 042-567-4800

終戦から 70年が経過することにあわせ、
戦争資料を展示郷土博物館７月 1 1日 貍 ～ ９月６日 豸 午前

９時～午後５時（休館日除く）
企画展示「戦後 70年～私た
ちのまちは戦場だった～」

企画課・
内線 1425

�広島・長崎被爆写真パネル展示
�原爆の子の像へ送る折り鶴の制作

東大和市
ふれあい広場

８月 １日貍 ～  ３１日豺
正午～午後６時

【平和祈念・戦争資料展】
広島・長崎被爆写真パネル展

文書課・
内線 1321各課で実施する平和事業の紹介市政情報コーナー

（市役所３階）
８月１日貍 ～  ３１日豺
（土・日曜日は除く）

市政情報コーナー展示
「戦後 70年の平和事業」

中央図書館
� 042-564-2454

非核・平和に関連する資料の展示・
貸出 【テーマ】「戦後 70年」

中央・桜が丘・
清原図書館

８月１日 貍  ～ ２４日 豺
（各図書館休館日は除く）非核・平和図書展

郷土博物館
� 042-567-4800

戦争遺跡の保存の全国的な現状と戦後 
  70年における課題についての講演中央公民館ホール８月９日 豸 午後２時 ～

４時
講演会「日本の戦争遺
跡の調査研究と保存」

郷土博物館
� 042-567-4800

旧日 立航空機 ㈱ 変電所の特別公開
※８月 １５日 貍 は午後８時まで公開都立東大和南公園８月１１日貂 ～ ２３日豸午後２時

～５時（８月１７日 豺 は除く）変電所特別公開

中央公民館
� 042-564-2451

バス見学会　定員：４０人、対象：小学生
（３年生以下は保護者同伴）

埼玉ピースミュー
ジアム他

８月１４日貊 午前８時２０分～
午後４時２０分

戦争と平和について考える
見学会（事前申込制）

企画課・
内線 1425

�平和祈念式典
�平和コンサート等都立東大和南公園８月 １５日貍午後５時３５分

～ ７時４０分（予定）
第 11回
平和市民のつどい

平和関連事業

ハミングホール
� 042-590-4411

原爆で犠牲になった父と遺された娘と
の二人芝居（料金等詳細は８面参照）

ハミングホール
小ホール

８月２９日 貍 開演午後３時
（開場午後２時３０分）

ハミングホールセレクション
「父と暮せば」

８月１４日（金）までに申込
み用のはがきを郵送  
申込みはがき付きのご案
内を、7月 21日（火）までに
全戸配布します。 
はがき部分を切り取り、必
要事項をご記入の上、郵送
にてお申し込みください。 　 
※ご案内は、市役所・商工
　会等でも配布しています。 

申 込 方 法  

引換はがきを金融機関
に持参して購入  
商工会から、商品券引換
用のはがきが送付されま
す（抽選の場合は当選者
のみ送付）。 
はがきに記載の日までに、
申込み時に指定した金融
機関へはがきを持参して、
購入してください。 

購入（引換）方法  

「うまべぇ」ゆるキャラ�グランプリ投票サポーター募集 「うまべぇ」への投票に毎日協力していただける企業・団体（サポーター）を募集しています。
サポーターは、ポスター等でお名前を掲載します／問合せ　産業振興課・内線1074まで



市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 5 ・ 7 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
１

２８

日
付
で
採
用
す
る
職
員
を
募
集

し
ま
す
。詳
し
く
は
、募
集
案
内

・
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
試
験
の
特
徴　

一
般
事
務
職

の
筆
記
試
験
は
、
基
礎
的
な
学

力
や
思
考
力
を
問
う
問
題
で
す
。

従
来
型
の
公
務
員
試
験
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
民
間
企
業
志
望
者

も
十
分
に
受
験
可
能
で
す
。

▽
採
用
職
種
・
予
定
人
数

①
一
般
事
務

：　

人
程
度

１０

②
一
般
事
務
（
身
体
障
害
者
）

：
若
干
名

③
保
健
師

：

若
干
名

▽
応
募
資
格

①
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成

６３

６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

②
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す

る
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成

６３

６
年
４
月
１
日
の
生
ま
れ

�
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
か
つ

介
助
員
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

で
き
る
。

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
１５

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
。

③
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

５９

生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の
免

許
を
有
す
る
方
（
平
成　

年
３

２８

月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
国
家

試
験
に
よ
り
当
該
免
許
を
取
得

す
る
見
込
み
の
方
を
含
む
）

▽
採
用
試
験
（
第
一
次
試
験
）

�
期
日

：

９
月　

日
豸

２７

※
試
験
開
始
時
刻
等
は
、
募
集

要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

�
内
容

：

教
養
試
験
（
保
健
師

は
教
養
試
験
に
代
え
て
専
門
試

験
）、
小
論
文
試
験

▽
募
集
要
項
の
配
布　

８
月　
３１

日
豺
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
の
間
、
職
員
課
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
。

た
だ
し
、
８
月　

日
貍
の
み
、

２９

受
付
会
場
で
正
午
ま
で
配
布
し

ま
す
。

※
募
集
案
内
・
募
集
要
項
等
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
応
募
受
付　

８
月　

日
貊
・

２８

　

日
貍
、
８
月　

日
豺

２９

３１

※
受
付
時
間
・
会
場
は
必
ず
募

集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類　

当
市
規
定
の
履

歴
書
、
受
験
票
な
ど

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
１
ま
で
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
８
月
か

ら
ミ
ニ
プ
ー
ル
で
水
遊
び
が
楽

し
め
ま
す
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
位
ま
で

の
乳
幼
児
（
保
護
者
の
同
伴
）

▽
日
時　

８
月
３
日
豺
〜　

日
３１

豺
午
前　

時
〜　

時　

分
（
受

１０

１１

５０

付
は
午
前　

時　

分
ま
で
。

１１

３０

土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　

夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
様
々
な
体
験
が
で
き
る
絶

好
の
機
会
で
す
。一
方
で
、予
期

し
な
い
問
題
や
事
故
等
が
発
生

し
や
す
い
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
昨
今
は
、
子
ど
も
た
ち

が
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
と
お
し
て
、
犯
罪
や
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
家
庭
に

お
い
て
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
の

ル
ー
ル
づ
く
り
を
子
ど
も
と
と

も
に
行
う
な
ど
の
具
体
的
な
取

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
は
、

日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
不
審

者
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
家
庭
で
は
】

�
１
日
１
回
は
子
ど
も
の
話
を

聞
い
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す

る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
や
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
が
出
か
け
る
時
は
、

必
ず
行
き
先
・
経
路
・
帰
宅
時

間
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�
自
転
車
に
乗
る
際
は
、
幼
児

や
高
齢
者
に
配
慮
し
、
安
全
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
傘
を

差
し
た
り
、
携
帯
電
話
で
話
し

た
り
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
の
走
行
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

�
困
っ
た
時
に
近
く
の
大
人
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
や
、　

番
１１０

す
る
方
法
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

�
危
険
を
感
じ
た
時
は
、
救
急

ハ
ウ
ス
の
看
板
の
あ
る
家
に
駆

け
込
む
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
市
の

相
談
機
関
等
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）。

【
地
域
で
は
】

�
暗
い
場
所
、
大
人
の
死
角
と

な
る
場
所
を
確
認
し
、
樹
木
を

せ
ん
定
す
る
な
ど
、
地
域
の
見

通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

�
顔
見
知
り
の
子
ど
も
に
は
、

あ
い
さ
つ
な
ど
一
言
声
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
か
ら
助
け
を
求
め
ら

れ
た
ら
、
家
に
入
れ
る
な
ど
避

難
さ
せ
、
警
察
に
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

�

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
望

の
夏
休
み
も
間
近
で
す
。
夏
休

み
に
な
る
と
外
で
遊
ぶ
時
間
も

長
く
な
り
、
帰
宅
時
間
が
遅
く

な
り
が
ち
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
自
転

車
に
よ
る
事
故
等
が
多
く
な
り

ま
す
。
子
ど
も
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

◎
知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
転
車

に
乗
る
と
き
の
正
し
い
ル
ー
ル

　

自
転
車
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
利
用
す
る
手
軽
で
便

利
な
乗
り
物
で
す
。
自
転
車
に

乗
る
時
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
安
全
利
用
五
則　

左

表
の
と
お
り
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

○「
犬
の
ふ
ん
」
に
は
多
く
の
方

が
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
飼
い
主

が
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
を
放
し
て
散
歩
さ
せ
る
と
、

他
の
人
を
か
ん
だ
り
、
転
倒
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
犬
は

必
ず
リ
ー
ド
で
つ
な
い
で
散
歩

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
の
投
げ
捨
て
は
や
め
、

必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
夜
遅
く
ま
で
大
声
で
騒
ぐ
な

ど
、
近
所
の
迷
惑
に
な
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や 
焚 
き
た

火
な
ど
は
、
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
公
園
で
の
花
火
は
や
め
ま
し

ょ
う
】

　

公
園
や
こ
ど
も
広
場
内
で
の

打
ち
上
げ
花
火
等
は
、
非
常
に

危
険
で
す
。
近
所
の
方
の
迷
惑

に
な
り
、
ま
た
、
火
災
の
原
因

に
も
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
公
園
等
で
の
球
技
】

　

最
近
、公
園
内
で
の
球
技（
野

球
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
等
）

に
よ
り
住
宅
を
損
傷
す
る
被
害

が
出
て
い
ま
す
。
隣
接
住
宅
や

公
園
等
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
ゴ
ル
フ
の
練
習
は
、

危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
下
立
野
林
間
こ
ど
も
広
場
】

　

最
近
、
下
立
野
林
間
こ
ど
も

広
場
で
、
無
断
で
キ
ャ
ン
プ
を

し
た
り
、
夜
間
に
騒
ぐ
と
い
っ

た
行
為
が
増
え
て
い
ま
す
。
キ

ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す

る
場
合
に
は
、
必
ず
市
へ
の
利

用
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
無

許
可
の
使
用
は
禁
止
で
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
１
ま
で
。

夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
 

子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
環
境
を
 

民間企業志望者も 
十分に受験可能です 

市職員を 
 募集します 

 東大和警察署 

夏休み 
子どもの 
　交通事故を 
　防ぎましょう 

公
園
・
子
ど
も
ひ
ろ
ば
 

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

児
童
虐
待
は
、
発
育
の
遅
れ

や
情
緒
不
安
定
な
ど
、
子
ど
も

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
付
い

た
ら
、
迷
わ
ず
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ひ
と
言

が
、
子
ど
も
と
保
護
者
を
救
う

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
守
秘
義
務
に
よ
り
、

連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
付

い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
】

�
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保

護
者
の
怒
鳴
る
声
が
い
つ
も
聞

こ
え
る
。

�
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
極

端
に
不
潔
で
あ
る
。

�
乳
幼
児
を
家
に
置
い
た
ま
ま

保
護
者
が
外
出
し
て
い
る
。

�
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
保

護
者
が
不
自
然
な
説
明
を
す
る
。

▽
連
絡
先
・
問
合
せ　

子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
３
６
５
１
ま
で
。

児
童
虐
待

み
ん
な
の
力
で
防
ご
う

―　

―
３
８
３
３
、
大
和
東
保

５６３
育
園
�　

―　

―
２
９
５
８
、

０４２

５６１

玉
川
上
水
保
育
園
�　

―　

―

０４２

５６６

８
６
７
２
ま
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

保
育
園
で
の
 

　
　
一
時
預
か
り

　

保
護
者
の
就
労
・
通
院
・
介

護
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
等
の
理

由
に
よ
り
、
一
時
的
に
ご
家
庭

で
子
ど
も
の
保
育
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
に
、
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
保
育
す
る
事
業
で
す
。

▽
対
象
保
育
園　

向
原
保
育
園
、

大
和
東
保
育
園
、
玉
川
上
水
保

育
園

※
利
用
条
件
、
利
用
時
間
、
定

員
、
利
用
料
な
ど
保
育
園
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
保
育

園
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

向
原
保
育
園
�　
０４２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

自転車安全利用五則　
①自転車は、車道が原則、歩道
　は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で 、 車道寄
　りを徐行
④安全ルールを守る
　�飲酒運転・二人乗り・並進
　　の禁止
　�夜間はライトを点灯
　�交差点での信号遵守と一
　　時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメットを着用

か
る
が
も
の
 

　
　
　
　
水
遊
び

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
 

※
天
候
・
気
温
の
状
況
に
よ
り
、

中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
玄
関
横

▽
持
ち
物　

体
を
拭
く
タ
オ
ル
、

水
着
ま
た
は
水
遊
び
用
の
オ
ム

ツ
な
ど

▽
受
付
方
法　

当
日
、
事
務
室

受
付
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
発
熱
や
下
痢
、
と
び
ひ
、
水

い
ぼ
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◎
８
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

担
当
保
育
士
が
集
会
所
な
ど

に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参
加
者

同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い

ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の
発
達

な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
事
前
に
予
約
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

８
月　

日
貉

１２

は
新
堀
地
区
会
館
、
８
月　

日
１９

貉
は
芋
窪
集
会
所
、
８
月　

日
２５

貂
は
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、

８
月　

日
豺
は
か
み
き
た
だ
い

３１

児
童
館

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
４５

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は大変混雑しています。駅までおおむね800 メートル以内にお住まいの方の自転車等
利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで
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■
夏
休
み
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
、夏
休
み
期
間
中
に
限
り
、

投
影
回
数
を
増
や
し
ま
す
。

◎
こ
ど
も
番
組
「
ぼ
く
ら
の
宇

宙
旅
行
〜
ダ
ー
ツ
の
旅
」

　

大
空
博
士
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
宙

太
郎
と
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
行

き
先
は
ダ
ー
ツ
で
決
め
ま
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
〜
８
月

１８

　

日
豸
午
前　

時
か
ら

２３

１１

※
休
館
日
は
除
く
。

◎
夏
番
組
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
〜
星
に
ね

が
い
を
」

　

ま
る
子
た
ち
が
星
占
い
に
興

味
を
持
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
花
輪
く
ん
た
ち
と
と
も
に

「
黄
道　

星
座
」「
太
陽
系
の

１２

惑
星
」
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
〜
８
月

１８

　

日
豸
午
後
３
時
か
ら
。
７
月

２３
　

日
豸
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、

２６祝
日
は
午
後
１
時
か
ら
も
投
影

し
ま
す
。

※
休
館
日
は
除
く
。
７
月　

日
２６

豸
午
後
３
時
は
、「
絵
本
と
音
楽

で
つ
づ
る
〜
星
の
も
の
が
た

り
」
で
す
（
事
前
申
込
制
）。

◎
特
別
番
組
「
戦
場
に
輝
く
ベ

ガ
〜
約
束
の
星
を
見
上
げ
て
」

　

今
か
ら　

年
ほ
ど
前
、
夜
空

７０

の
星
が
武
器
に
な
っ
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
陸
上
爆
撃
機
を

導
く
偵
察
員
と
飛
行
に
必
要
な

計
算
を
す
る
女
学
生
を
つ
な
ぐ

約
束
の
星
ベ
ガ
の
物
語
で
す
。

▽
日
時　

８
月
１
日
〜　

日
の

３０

土
・
日
曜
日
午
後
１
時
か
ら

【
共
通
事
項
】

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

※
ど
の
番
組
も
星
座
解
説
が
あ

り
ま
す
。
投
影
途
中
で
の
入
退

場
は
で
き
ま
せ
ん
。
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

８
月　

日
貂
か
ら
は
、
通
常
ど

２５

お
り
の
投
影
時
間
と
な
り
ま
す
。

■
キ
ッ
ズ
講
座
「
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
投
影
体
験
し
よ
う
」（
事

前
申
込
制
）

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
を
指

し
た
り
、
マ
イ
ク
で
解
説
し
て

み
た
り
、
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
体
験
し
よ
う
。

▽
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学

生
程
度

▽
日
時　

８
月
１
日
貍
午
前
９

時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

５
人
（
申
込
順
）

▽
費
用　

無
料

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員
、

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
星
空
観
察
会
「
土
星
を
み
よ

う
」（
事
前
申
込
制
）

　

土
星
の
環
を
天
体
望
遠
鏡
で

観
察
し
ま
す
。
く
も
り
や
雨
の

場
合
は
中
止
で
す
。

▽
集
合　

８
月　

日
貍
午
後
７

２２

時
・
郷
土
博
物
館
ロ
ビ
ー

▽
観
察
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

郷
土
博
物
館
職
員

■
自
然
観
察
会
「
絵
本
と
自
然

を
楽
し
む
」（
事
前
申
込
制
）

　

図
書
館
の
お
庭
で
絵
本
を
使

っ
て
自
然
観
察
を
し
ま
す
。
草

笛
や
、
葉
っ
ぱ
の
手
品
な
ど
を

し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
午
前

　

時
過
ぎ
に
解
散
予
定
で
す
。

１１▽
集
合　

８
月
２
日
豸
午
前　
１０

時
・
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
南
側

入
口

▽
観
察
地　

清
原
市
民
セ
ン
タ

ー
周
辺

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
夏
休
み
わ
く
わ
く
科
学
実
験

（
事
前
申
込
制
）

　

夏
休
み
に
ぴ
っ
た
り
の
楽
し

い
科
学
実
験
を
行
い
ま
す
。
親

子
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

▽
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

▽
期
日
・
内
容

　

み
の
り
福
祉
園
で
は
、
恒
例

と
な
り
ま
し
た
夏
の
風
物
詩
納

涼
祭
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
午
後
４

２５

時　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

▽
内
容　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

吹
奏
楽
演
奏
、
和
太
鼓
演
奏
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
花
火
を

行
う
予
定
で
す
。
模
擬
店
や
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

徒
歩
、
自
転
車
、
ち
ょ
こ
バ
ス

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

　

社
会
全
体
で
い
じ
め
を
許

さ
な
い
環
境
を
作
る
た
め
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・

関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
話
し
合
い

ま
す
。

　

市
内
中
学
校
で
は
、
い
じ

め
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、
生
徒
会
を
中
心
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

　

す
。

　
　

特
に
、
大
人
が
把
握
し
に

く
い
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
利
用
に
関
す
る
い
じ
め

や
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
向
け
た

東
大
和
市
生
徒
会
の
自
主
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
東
京

都
内
に
お
い
て
も
先
進
的
な
取

り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
と
大
人
が
「
い
じ
め

問
題
」
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

８
月　

日
貍
午
後
２

２９

時
〜
４
時

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　
３０

分
〜
２
時

▽
場
所　
 
中 
央
公
民
館
ホ
ー

ル▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着

１５０

順
）

※
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線

１
５
３
２
ま
で
。

東大和市ふれあい広場で「男女共同参画川柳」を展示します 玉川上水駅北側にある東大和市ふれあい広場では、男女共同参画川柳の第 1回から第 10回までの入賞
作品を展示しています／日時　7月 31日（金）までの正午～午後6時／問合せ　企画課・内線1425まで

�

�
８
月　

日
豸

：

シ
ャ
ボ
ン
玉

１６

の
科
学
〜
割
れ
に
く
い
、
大
き

な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
ろ
う

�
８
月　

日
豸

：

物
が
通
り
抜

２３

け
る
壁
？
〜
偏
光
板
で
遊
ぼ
う

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
正

３０

午▽
場
所　

郷
土
博
物
館
会
議
室

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
の
袋

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
協
力　

ガ
リ
レ
オ
ク
ラ
ブ

■
企
画
展
示
関
連
講
演
会
「
日

本
の
戦
争
遺
跡
の
調
査
・
研
究

と
保
存
〜
旧
日
立
航
空
機
変
電

所
を
中
心
と
し
て
〜
」

　

郷
土
博
物
館
で
開
催
し
て
い

る
企
画
展
示
「
戦
後　

年
〜
私

７０

た
ち
の
ま
ち
は
戦
場
だ
っ
た
〜
」

の
関
連
企
画
と
し
て
、
全
国
に

あ
る
戦
争
遺
跡
の
保
存
の
現
状

に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時　

８
月
９
日
豸
午
後
２

時
〜
４
時

▽
会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
講
師　

十
菱
駿
武
氏
（
戦
争

遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

共
同
代
表
）

▽
定
員　

お
お
む
ね　

人
（
当

１００

日
先
着
順
）

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」

第　

回
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁
〜

１１
あ
の
頃
の
昭
和
へ
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
〜

　

喜
多
方
市
で
行
わ
れ
る
「
喜

多
方
レ
ト
ロ
横
丁
」
で
は
、
昭

和
を 
彷
彿 
さ
せ
る
懐
か
し
い
イ

ほ
う
ふ
つ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
七

夕
・
縁
日
・
青
空
プ
ロ
レ
ス
等
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が

楽
し
め
る
レ
ト
ロ
横
丁
。
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
正
午
〜

１８

午
後
９
時
、
７
月　

日
豸
午
前

１９

９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

喜
多
方
市
ふ
れ
あ
い

通
り
商
店
街

▽
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁
に
関
す

る
お
問
合
せ　

会
津
喜
多
方
商

工
会
議
所
�
０
２
４
１
―　

―
２４

３
１
３
１
へ
。

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
、
喜
多
方
観
光
物
産

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.kitakata-kanko.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

■
消
費
者
見
学
会
「
夏
休
み
親

子
工
場
見
学
」

　

パ
ン
や
醤
油
の
製
造
工
場
を

見
学
し
て
、
食
品
の
安
全
性
を

知
る
な
ど
、
夏
休
み
に
親
子
で

消
費
生
活
に
つ
い
て
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日　

８
月　

日
豺

１７

▽
集
合　

午
前
９
時
・
市
役
所

北
側
玄
関
前

※
午
後
４
時
解
散
予
定
で
す
。

▽
定
員　
　

組
（
小
学
生
１
人

２０

と
保
護
者
１
人
）

▽
見
学
場
所　

㈱
オ
ギ
ノ
パ
ン

（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）、近
藤

醸
造
（
あ
き
る
野
市
）

※
昼
食
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日

の
出
に
て
自
由
昼
食
と
な
り
ま

す
。
歩
き
や
す
い
靴
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
交
通　

市
委
託
バ
ス
使
用

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
貊
必

３１

着▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
大
人
、

子
ど
も
共
に
必
要
）、 
電
話
番
号
、

夏
休
み
親
子
工
場
見
学
会
参
加

希
望
と
記
入
し
、
市
民
生
活
課

（
〒　
　

東
大
和
市
中
央
３
―

２０７-
８５８５

―　

）
宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ

９３０
さ
い
。

※
記
入
漏
れ
や
３
人
以
上
の
申

込
み
、
複
数
枚
で
の
申
込
み
は

無
効
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
前
年
度
に
参
加
さ
れ
て
い

な
い
方
を
優
先
し
、
抽
選
し
ま

す
。電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

■
第
５
回
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
出
演
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
ま
す

　

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
若
者
が
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
。

昨
年
も
バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
の
様
々
な

グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
音
響
設
備
の
整

っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
、
自
分
た
ち

の
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
前　

１０

３１

１０

時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）　

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
、

ピ
ロ
テ
ィ
ー

◎
出
演
グ
ル
ー
プ
説
明
会

▽
日
時　

８
月　

日
貍
午
後
２

２２

時
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
貊

３１

※
出
演
グ
ル
ー
プ
は　

団
体
を

１２

予
定
し
て
い
ま
す
（
申
込
順
）。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

中
央
公
民
館
�　

―　

―
２

０４２

５６４

４
５
１
ま
で
。

■
第
４
回
ま
ち
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト

　

市
内
で
出
会
っ
た
、
お
も

し
ろ
場
面
や
自
慢
し
た
く
な

る
風
景
、
あ
た
た
か
み
の
あ

る
表
情
等
、
市
の
魅
力
が
あ

ふ
れ
る
写
真
を
大
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
外
の
多
く
の
方
に
市
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

あ
な
た
の
デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ
ホ

に
眠
っ
て
い
る
写
真
を
、
ぜ
ひ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

平
成　

年
の
１
年
間

２７

に
、
東
大
和
市
内
を
撮
影
し
た

も
の

▽
募
集
期
間　

８
月
１
日
貍
〜

平
成　

年
１
月
４
日
豺

２８

▽
応
募
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
応
募
専
用
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
て
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
７
月
下
旬
に
配
布
・

掲
載
予
定
の
チ
ラ
シ
及
び
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

郷土博物館の 
　　イベント 
郷土博物館の 
　　イベント 

◎
み
の
り
福
祉
園 

納 

涼 

祭 

い
じ
め 

防
止
の
た
め
の 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
前
回
の
最
優
秀
作
品
「
水
の
精
」
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ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
の
手
助
け
を
必

要
と
す
る
人
が
、
普
段
か
ら
身

に
付
け
て
お
き
、
緊
急
時
や
災

害
時
等
に
周
囲
の
人
の
配
慮
や

手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く
す

る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
中
に
は
、

助
け
て
ほ
し
く
て
も
、
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
人
、
困
っ
て
い

る
こ
と
自
体
を
理
解
し
づ
ら
い

人
も
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

あ
な
た
の
手
助
け
が
障
害
の
あ

る
方
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
や
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
が
困
っ

て
い
る
時
は
、
周
囲
に
い
る
方

が
記
載
内
容
に
沿
っ
た
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
障
害
の
あ
る
方
へ
〜
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
で
障
害
の
あ
る
方
に
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
、

必
要
な
支
援
内
容
や
緊
急
連
絡

先
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
障
害
の
あ
る
方

※
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。
難
病
、
発
達
障
害
、

高
次
脳
機
能
障
害
、
認
知
症
等

で
生
活
に
支
障
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方
も
含
む
。

▽
配
布
場
所　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）、高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）、み
の
り
福
祉

園
、
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
ウ
エ
ル
カ
ム
、
市
内
障
害
者

相
談
支
援
事
業
所

▽
申
込
方
法　

配
布
場
所
の
開

所
時
間
に
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
講
習
会

の
開
催
を
希
望
す
る
事
業
者
等

の
皆
さ
ん
へ

　

障
害
者
理
解
や
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
活
用
に
つ
い
て
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
（
約　

分
）。

２０

　

講
習
会
の
開
催
を
希
望
す
る

事
業
者
等
の
方
は
、
障
害
福
祉

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、講
習
会
終
了
後
に「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
協
力
事
業
所
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
対
象　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
趣

旨
を
理
解
し
、
障
害
者
支
援
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所

等
（
商
店
街
や
業
種
組
合
等
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
障
害

福
祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
災
害
に
よ
る
被
害

の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
結

成
し
た
自
主
防
災
組
織
を
対
象

に
防
災
資
器
材
を
貸
与
し
ま
す
。

▽
対
象　

前
年
度
に
市
の
区
域

内
に
お
い
て
自
主
的
な
防
災
活

動
を
行
っ
て
い
る
組
織

▽
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
資

器
材
（
１
団
体
当
た
り
の
上
限
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

個
、
拡
声
器
３

１０

個
、
救
助
用
具
セ
ッ
ト
（
工
具

類
）
１
組
、
担
架
２
台
、
腕
章

　

個
、
メ
ガ
ホ
ン　

個
、
ラ
ジ

１０

１０

オ
付
懐
中
電
灯
５
個

▽
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書

に
自
主
防
災
組
織
の
構
成
が
わ

か
る
書
類
及
び
前
年
度
の
自
主

防
災
活
動
の
実
績
が
わ
か
る
書

類
を
添
え
て
防
災
安
全
課
（
市

役
所
３
階
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

障害のある方が 
　困っている時は 
　支援をお願いします 

障害のある方が 
　困っている時は 
　支援をお願いします 

ヘルプカードをご存じですか 

病
の
治
療
を
中
断
し
て
い
る
方

に
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
関

す
る
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

◎
保
健
師
等
に
よ
る
家
庭
訪
問

相
談

　

病
名
、
検
査
、
処
方
等
の
状

況
に
よ
り
生
活
習
慣
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
な
方
に
、
保
健

師
等
に
よ
る
家
庭
訪
問
相
談
に

関
す
る
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

保
健
師
等
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、

健
康
の
維
持
・
増
進
に
向
け
た

情
報
提
供
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
１
ま
で
。

◎
食
費
・
居
住
費
の
軽
減

　

施
設
に
入
所
し
た
場
合
等
の
食
費
、居
住
費
、

滞
在
費
は
、
原
則
と
し
て
全
額
利
用
者
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。
①
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所
し
た
場
合
の
食

費
と
居
住
費
（
室
料
や
光
熱
水
費
相
当
）
②
短

期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用
し
た
場

合
の
食
費
と
滞
在
費
（
室
料
や
光
熱
水
費
相
当
）

※
①
②
の
費
用
に
は
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

対
象
の
段
階
別
負
担
限
度
額
は
表
１
参
照
。

◎
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

　

次
の
①
〜
⑥
の
全
て
に
該
当
す
る
被
保
険
者

が
、
軽
減
措
置
を
実
施
す
る
事
業
者
か
ら
対
象

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
利
用
者
負

担
額
、
食
費
及
び
居
住
費
等
が　

パ
ー
セ
ン
ト

２５

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
の 

　
　
　 

軽
減
を
実
施
し
ま
す 

自
主
防
災
組
織
へ 

防
災
資
器
材
を 

貸
与
し
ま
す 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
の
防
犯
活
動
の
功

労
に
対
し
て
、
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
警
視
総
監
賞

�
個
人：

合
林
利
雄

○
生
活
安
全
部
長
・
東
京
防
犯

協
会
連
合
会
会
長
連
名
賞

�
個
人：

鎌
田
雄
子
、
神
場
喜

代
治
、
高
杉
武
彦
、
鈴
木
眞
弓
、

亀
澤
優
、
川
口
美
千
代
、
中
村

勝
昌
、
内
野
妙
子
、
藁
谷
昭
敬

�
団
体：

狭
山
自
治
会
、
第
一

光
ヶ
丘
自
治
会
、
東
京
街
道
団

地
自
治
会

○
東
京
防
犯
協
会
連
合
会
会
長

賞�
個
人：

小
島
孔
子

○
東
大
和
警
察
署
長
・
東
大
和

地
区
防
犯
協
会
長
連
名
賞

�
個
人：

眞
闢
一
郎
、
沖
田
悌

司
郎
、
武
藤
四
郎
、
酒
井
政
和
、

石
井
昭
子
、
橋
本
孝
子
、
関
政

夫
、
荒
久
美
子

�
団
体：

高
木
自
治
会
、
奈
良

橋
自
治
会
、
湖
南
自
治
会

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
蕁

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

　

要
介
護
認
定
、
要
支
援
認
定

に
て
実
施
す
る
認
定
調
査
の
個

人
委
託
の
契
約
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
委
託
業
務　

介
護
保
険
法
第

　

条
第
２
項
、
第　

条
第
５
項

２７

２８

に
基
づ
く
認
定
調
査
事
業

▽
応
募
要
件　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
方

�
介
護
支
援
専
門
員
資
格
保
有

者
で
あ
り
、
か
つ
介
護
保
険
法

施
行
規
則
第　

条
第
５
項
各
号

４０

に
該
当
す
る
方

�
法
人
に
所
属
し
て
い
な
い
方

�
都
道
府
県
の
認
定
調
査
員
新

規
研
修
を
受
講
済
で
あ
る
方

�
認
定
調
査
の
経
験
が
１
年
以

上
あ
る
方

▽
契
約
ま
で
の
流
れ　

①
書
類

審
査
②
面
接
（
認
定
調
査
項
目

に
つ
い
て
の
事
前
説
明
も
含
む
）

③
市
の
調
査
員
の
調
査
に
同
行

④
契
約

※
面
接
日
は
書
類
提
出
の
際
に

調
整
し
ま
す
。

▽
契
約
期
間　

契
約
締
結
日
〜

要
介
護
認
定
等 

調
査
員
を
募
集 

　
（
個
人
委
託
） 

平
成　

年
３
月　

日
（
実
績
に

２８

３１

基
づ
き
契
約
更
新
有
り
）

▽
委
託
料　

１
件
当
た
り
四
、

三
二
〇
円
（
消
費
税
、
調
査
に

要
す
る
交
通
費
を
含
む
）

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販

の
も
の
で
可
）、介
護
支
援
専
門

員
証
の
写
し
、
都
道
府
県
の
認

定
調
査
員
新
規
研
修
修
了
証
書

の
写
し
を
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
２
階
）
へ
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
応
募
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
４
ま
で
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
診
療
報
酬
明
細

書（
レ
セ
プ
ト
）デ
ー
タ
及
び
特

定
健
康
審
査
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
保
健
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
通

知
の
送
付

　

特
定
健
康
審
査
の
結
果
か
ら

改
善
が
必
要
な
項
目
が
あ
っ
た

方
の
う
ち
、
医
療
機
関
を
受
診

し
て
い
な
い
方
及
び
生
活
習
慣

防
犯
活
動
に 

　
対
す
る
表
彰 

国
民
健
康
保
険
の 

保
健
事
業 

有害ごみ・スプレー缶類が原因で火災事故等が発生しています 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごと袋に分けて
排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

軽
減
さ
れ
ま
す
。
①
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方

の
申
請
日
の
属
す
る
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
②
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方
の
平
成

　

年
中
の
年
間
収
入
総
額
が
表
２
に
掲
げ
る
基
準

２６額
以
下
で
あ
る
こ
と
③
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の

方
の
申
請
日
現
在
の
預
貯
金
総
額
が
表
２
の
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と
④
居
住
用
の
家
屋
そ
の
他
日

常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得

る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
⑤
負
担
能
力
の

あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
⑥
介
護

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス　

盧
訪
問
介
護
盪
通
所
介

護
蘯
短
期
入
所
生
活
介
護
盻
介
護
福
祉
施
設
サ
ー

ビ
ス
眈
訪
問
入
浴
介
護
眇
訪
問
看
護
眄
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
眩
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

眤
短
期
入
所
療
養
介
護
眞
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
眥
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
眦
夜
間
対
応
型

訪
問
介
護

※
盧
〜
蘯
及
び
眈
〜
眥
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
、

盻
は
地
域
密
着
型
を
含
み
ま
す
。
生
活
保
護
受
給

者
は
蘯
と
盻
の
み
対
象
と
し
ま
す
。

【
食
費
・
居
住
費
の
軽
減
、
利
用
者
負
担
額

の
軽
減
の
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
日
現
在
の
預
貯
金

額
が
確
認
で
き
る
書
類
や
通
帳
等
の
写
し
が

必
要
（「
食
費
・
居
住
費
の
軽
減
」
は
、
配
偶

者
も
必
要
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
利
用
者

負
担
額
の
軽
減
」
は
、
平
成　

年
中
の
収
入

２６

が
確
認
で
き
る
書
類
（
非
課
税
証
明
書
や
そ

の
他
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
通
帳
の
写

し
等
）
が
必

要
に
な
り
ま

す
。
前
年
に

該
当
し
た
方

に
は
市
か
ら

申
請
の
案
内

を
郵
送
し
ま

す
。

�
以
上
の
お

問
合
せ
は
、

高
齢
介
護
課

・
内
線
１
１

３
７
〜
１
１

３
９
ま
で
。

表2　利用者負担額軽減制度「収入・預貯金基準表」
預貯金基準額収入基準額世帯構成員数

3,500,000円1,500,000円1人

4,500,000円2,000,000円2人

5,500,000円2,500,000円3人

世帯構成員が
1人増すごとに

1,000,000円を加算

世帯構成員が
1人増すごとに
500,000円を加算

4人以上

表 1　食費・居住費（滞在費）に係る軽減の対象要件及び軽減後の負担限度額   （単位：円／日）
居住費・滞在費

食費対象利用者
負担段階 多床室

従来型個室ユニット型個室

介護老人
保健施設介護老人

福祉施設準個室個室
介護療養型
医療施設

0490320490820300生活保護受給者または老齢福祉年金受
給者で世帯員全員が市民税非課税の方第1段階

370490420490820390
世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額が80万
円以下の方

第2段階

3701,3108201,3101,310650世帯全員が市民税非課税で、第2段階
対象者以外の方第3段階

※配偶者が市民税を課税されているかどうかを確認し、課税されている場合には、負担軽減の対象外になりま
す。世帯が同じかどうかは問いません。
※市民税非課税世帯の方であっても、一定額を超える預貯金等の金額がある場合は対象外になります。なお、一
定額を超える預貯金等の金額とは、配偶者がいる方は合計2,000万円、配偶者がいない方は1,000万円です。
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手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

国
保
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得

日
は
、
従
前
の
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
日
と
な
り
、
転
入
し
た

方
は
、
転
入
日
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
税
は
資
格
を
取

得
し
た
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
国
保
の
保
険
給
付

　

国
保
に
は
療
養
の
給
付
等
の

様
々
な
保
険
給
付
が
あ
り
ま
す

（
表
２
参
照
）。

■
医
療
費
が
高
額
の
時

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
（
保
険

適
用
分
）
の
自
己
負
担
額
が
高

額
に
な
っ
た
時
は
、
申
請
を
し

て
認
め
ら
れ
る
と
、
限
度
額
を

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し

て
、
後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
（
国
保
）

は
、
対
象
と
な
る
市
民
の
皆
さ

ん
（
被
保
険
者
）
の
病
気
、
け

が
、
出
産
及
び
死
亡
に
対
し
保

険
給
付
を
行
う
国
民
健
康
保
険

法
に
基
づ
く
事
業
で
す
。

■
国
保
の
被
保
険
者
の
資
格

　

国
保
の
被
保
険
者
は
、
次
の

①
〜
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
方
で
す
。

①
健
康
保
険
等
（
健
康
保
険
、

共
済
組
合
等
）
の
被
保
険
者
及

び
そ
の
被
扶
養
者

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　

ま
た
、
市
内
在
住
で
３
か
月

を
超
え
て
日
本
に
滞
在
す
る
外

国
人
の
方
も
国
保
の
届
出
が
必

要
で
す
。

　

株
式
会
社
等
に
勤
務
し
て
い

る
方
は
、
健
康
保
険
の
適
用
に

な
り
ま
す
。
パ
ー
ト
な
ど
で
も

勤
務
時
間
・
日
数
等
の
要
件
に

よ
り
社
会
保
険
の
適
用
に
な
り

ま
す
。

■
被
保
険
者
資
格
の
取
得
と
喪

失
の
手
続
き

　

国
保
の
被
保
険
者
資
格
の
取

得
と
喪
失
の
手
続
き
は
、
異
動

が
あ
っ
た
日
か
ら　

日
以
内
に

１４

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

に
世
帯
主
が
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
（
表
１
参
照
）。

　

対
象
者
に
は
市
か
ら
通
知
し

ま
す
。

■
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
申
請
を

　
　

歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

７０
で
、
国
保
税
の
滞
納
の
な
い
世

帯
の
方
は
、
事
前
に
申
請
し
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
等
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

等
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
一
つ

の
医
療
機
関
ご
と
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
限
度

額
適
用
認
定
証
等
の
有
効
期
間

は
７
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

て
申
請
書
を
７
月　

日
貂
必
着

２８

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課
で
は
、
７
月　
２７

日
豺
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

申
請
は
、
締
切
日
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
も
受
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

国
保

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
入
院
日

数
を
証
明
す
る
領
収
書
（
非
課

税
世
帯
で
平
成　

年
８
月
１
日

２６

以
降　

日
以
上
の
長
期
入
院
を

９０

し
た
方
の
み
）

■
国
保
高
齢
受
給
者
（　

歳
以

７０

上　

歳
未
満
）
の
方
へ

７５

　

国
保
被
保
険
者
が　

歳
に
な

７０

る
と
、そ
の
誕
生
月
の
翌
月（
誕

生
日
が
１
日
の
場
合
は
当
月
）

か
ら
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、　

歳
の

７０

誕
生
月
の
月
末
（
誕
生
日
が
１

日
の
場
合
は
前
月
の
月
末
）
ま

で
に
、
国
保
高
齢
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。

　

病
院
な
ど
に
か
か
る
場
合
は
、

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
国
保
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月　
３１

日
貊
ま
で
で
す
。
新
し
い
国
保

高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
国
保
高
齢
受
給
者
証

は
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
市
民

セ
ン
タ
ー
に
返
却
す
る
か
、
各

自
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
確
実

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
７
月　

日

２８

３１

ま
で
に　

歳
に
な
る
方
は
、
後

７５

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
た
め
、　

歳
の
誕
生
日
前
日

７５

が
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
と
な
り
ま
す
。

■
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
と
所
得
区
分
判

定
基
準

　

国
保
高
齢
受
給
者
証
を
提
示

し
て
病
院
な
ど
で
支
払
う
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、

１
割
〜
３
割
で
（
国
保
高
齢
受

給
者
証
に
記
載
）、自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
す
。
国
保
高
齢
受

給
者
証
に
よ
る
一
部
負
担
金
の

割
合
と
所
得
区
分
判
定
基
準
は
、

表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
ら

相
談
を

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加

害
者
）
の
行
為
で
、
け
が
な
ど

を
し
た
時
は
、
警
察
に
届
け
て

事
故
証
明
を
も
ら
い
、
国
保
の

窓
口
へ
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
国
保
で
は
、
医
療
費
を
一

時
的
に
立
て
替
え
、
後
に
加
害

者
に
請
求
し
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導

　

原
則
、　

歳
か
ら　

歳
未
満

４０

７５

の
国
保
の
被
保
険
者
に
、
生
活

習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

さ
れ
て
い
る
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診

査
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

　

健
診
を
受
診
し
た
方
に
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
必
要
な

基
本
的
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
の
結
果
、
生
活

習
慣
病
に
な
り
や
す
い
と
判
定

さ
れ
た
方
に
は
、
特
定
保
健

指
導
（
動
機
付
け
支
援
ま
た
は

積
極
的
支
援
）
の
利
用
券
を
送

付
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

・
内
線
１
０
２
１
、
国
民
健
康

保
険
税
係
・
内
線
１
０
２
３
ま

で
。

国
民
健
康
保
険
の 

　
　

し
く
み
と
給
付 
国
民
健
康
保
険
の 

　
　

し
く
み
と
給
付 

表 1　届出一覧
手続きに必要なものこ　ん　な　時

印鑑、他の市区町村の転出証明書東大和市に転入してきた時国
保
の
資
格
を

取
得
す
る
場
合

印鑑、資格喪失証明書または退職証明書職場の健康保険をやめた時

印鑑、被保険者証、母子健康手帳子どもが生まれた時

印鑑、生活保護受給証明書生活保護廃止の時

印鑑、被保険者証東大和市から転出する時国
保
の
資
格
を

喪
失
す
る
場
合

印鑑、国保・社保両方の被保険者証職場の健康保険に加入した時

印鑑、被保険者証死亡した時

印鑑、被保険者証、生活保護受給証明書生活保護開始の時

印鑑、被保険者証住所、氏名、世帯主などに変更
があった時

そ
の
他

印鑑、身分証明書等被保険者証をなくした時

印鑑、在学証明書、被保険者証子どもが修学で他の市町村に転
出する時

※1　本人が手続きする場合、印鑑は不要です。
※2　被保険者証の交付は郵送です。ただし、運転免許証、パスポート、住基カード等の顔写真

付きの公的身分証明書がある場合は、窓口で交付します。

表 2　給付一覧
こ　の　よ　う　な　給　付　がこ　ん　な　時

治療費の3割（未就学児は2割、70歳以上75歳未満は
1割～3割）の支払いで治療が受けられます。

○病気になった時
○けがをした時
○歯が痛む時

療
養

給
付

○柔道整復師の施術費療
養

費　

自己負担限度額を超えた分が高額療養費として後日
支給されます。
※病院への支払いが困難な場合、「限度額認定証」が
あります。自己負担限度額を超えた金額について
国保が病院等に支払います。

○医療費が高額になった時
高
額　

療
養
費

審査のうえ決定した額の7割分（未就学児は8割、70
歳以上75歳未満は7割～9割）について払い戻しをし
ます。ただし、医療費等の証明書が必要です。事前
に保険年金課にお問い合わせください。
※審査の結果、支給されない場合があります。
※はり、きゅうについては、支給の対象となる疾病
が限られています（神経痛、リウマチなど）。
※医師が治療上必要と認めた証明書等が必要な場合
があります。

○やむを得ない理由で、国保の
取り扱いをしない医療機関で
治療を受けたり、旅先などで
の急病のため、被保険者証な
しで治療を受けた時

療
養
費
（
払
い
戻
し
が　
　
　

　
　
　
　
　

受
け
ら
れ
る
場
合
）

○あんま、はり、きゅう、マッサ
ージの施術費

○コルセットなどの治療用装具

○海外で治療を受けた時

出産育児一時金42万円が支給されます〔支払い先（医
療機関・本人）によって、申請時期や書類が異なり
ますので、事前にお問い合わせください〕。

○被保険者が出産した時

そ
の
他
の
給
付

喪主様に対し、葬祭費5万円が支給されます。○被保険者が亡くなられた時

日本病院会、全日本病院協会の指定を受けた病院、
独立行政法人国立病院機構、公立病院、健康保険法
に規定される保険医療機関で人間ドックまたは脳ド
ックを受診した時、1人に年度で1回に限り23,000円
を限度に助成します。
※40歳以上の方が対象です。
※納期の到来した国保税の未納がないこと。
※ＰＥＴ健診は対象外です。

○人間ドック受診料の一部助成
　（脳ドックを含む）

※その他、訪問看護ステーションの利用料や重病人の入院などの移送費の一部が支給さ
れる場合があります。

（注）高額療養費、療養費（払い戻しが受けられる場合）は、医療費等の代金を支払った日の翌
日から2年間を経過すると申請できません。また、出産育児一時金は、出産日の翌日から2年間、
葬祭費は、葬儀を行った日の翌日から2年間、人間ドック受診料の一部助成（脳ドックを含む）
は、受診日の属する月の翌月から1年間経過すると申請できません。

表 3　一部負担金割合別の市町村民税課税所得（以下、課税所得）等と自己負担限度額
自己負担限度額（1か月）区　分

一部負担金
の割合　　 外来＋入院

（世帯単位）外　来収　入
（注4）判定対象世帯員平成27年度の

課税所得　　

44,400円
（一般）

12,000円
（一般）

145万円
未満

2割
（注1）

520万円
未満

国保被保険者が
2人以上145万円

以上
（注2、注3） 383万円

未満
国保被保険者が
1人

80,100円 ＋（医
療 費 －267,000
円）×1％
（現役並み所得者）

44,400円
（現役並み
所得者）

520万円
以上

国保被保険者が
2人以上145万円

以上3割
383万円
以上

国保被保険者が
1人

注1　平成26年4月1日までに70歳の誕生日を迎えた方は、1割となります。
注2　課税所得が145万円以上かつ、総所得金額等から基礎控除額を差し引いた所得が210万円以下の

場合は2割となります。ただし、平成27年1月以降新たに70歳となった国保被保険者のいる世帯
のみとなります。※申請不要

注3　課税所得が145万円以上であっても、判定対象世帯員（同一の世帯に属する70歳以上の国民健康
保険被保険者）の収入によって、申請をすると一部負担金の割合が2割となります。

注4　収入は、同一の世帯に属する70歳以上の国民健康保険被保険者〔旧国民健康保険被保険者（※）
を含む〕の収入で判定します。

※旧国民健康保険被保険者は、後期高齢者医療制度の被保険者のうち、次の①及び②に該当する方と
なります。
①後期高齢者医療制度の被保険者の資格を取得した日まで、国民健康保険の被保険者であった方
②後期高齢者医療制度の被保険者の資格を取得した日以降、同一世帯の国民健康保険の世帯主と同
一世帯の方
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■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
８
月
５

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

予
約
制
）
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
専
門
の
医
師
に
よ

る
相
談

■
親
子
料
理
教
室
「
手
作
り
パ

ン
に
挑
戦
」

　

夏
休
み
に
お
う
ち
で
パ
ン
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

手
軽
に
で
き
る
パ
ン
と
旬
の

食
材
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ

ー
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
／
８

月
５
日
貉
午
前
９
時　

分
〜
正

３０

午
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／　

組　

人
（
申
込
順
。
７

１６

３２

月　

日
貅
か
ら
受
付
開
始
。
市

１６
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）
／
食

育
の
話
、
調
理
実
習
、
試
食
／

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具■
食
育
推
進
事
業
「
昼
ご
は
ん
、

自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
！
」

　

最
近
話
題
の
、
お
に
ぎ
ら
ず

（
に
ぎ
ら
な
い
お
に
ぎ
り
）
や

野
菜
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生
／
８

月　

日
貉
午
前
９
時　

分
〜
午

１９

３０

後
０
時　

分
／
場
所　

市
立
保

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
）

２０

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
喫
煙
設
備
一
式

　

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

東
京
支
社

　

上
北
台
駅
周
辺
の
美
化
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
「
使
用
料
・
手
数
料
見
直
し

に
係
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し

ま
し
た

　

市
で
は
、
使
用
料
・
手
数
料

の
適
正
な
水
準
を
維
持
す
る
た

め
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
が

２７

見
直
し
の
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
前
回
の
見

直
し
の
際
、
明
確
な
基
準
等
が

定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
度
、

見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方
と

な
る
「
使
用
料
・
手
数
料
見
直

し
に
係
る
基
本
方
針
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
方

針
に
従
っ
て
使
用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
見
直

２７

し
の
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
行
政
管

理
課（
市
役
所
４
階
）及
び
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）

で
の
閲
覧
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

■
７
月
か
ら
難
病
の
方
を
対
象

に
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
疾
病
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

平
成　

年
４
月
か
ら
障
害
者

２５

総
合
支
援
法
に
基
づ
き
難
病
の

方
々
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
受
給
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
の

２７

拡
大
に
続
き
、
７
月
１
日
か
ら

対
象
疾
病
が　

疾
病
か
ら　

疾

１５１

３３２

病
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
対
象
疾
病
、
受
給
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
、
手
続
き
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
７
ま
で
。

■
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
相
談
件

数
が
増
加
し
て
い
ま
す

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
て
し
ま

い
、
料
金
を
請
求
さ
れ
た
等
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。「
退
会

は
こ
ち
ら
」
な
ど
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
し
ま
う
と
、
個
人
情
報
を

知
ら
れ
て
、
高
額
な
料
金
を
請

求
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

決
し
て
業
者
に
連
絡
せ
ず
、
納

得
で
き
な
い
場
合
は
請
求
さ
れ

て
も
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
解
約
や
解
決
を
う
た

う
行
政
書
士
と
契
約
し
、
高
額

な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
の
相

談
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
行
政

病院？救急車？迷ったら �「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

書
士
は
弁
護
士
等
が
行
う
よ
う

な
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
と
の

解
約
交
渉
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

困
っ
た
時
や
不
安
に
思
っ
た

時
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

月
・
火
・
水
・
金

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
／

１０

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
３

ま
で
。

■
放
置
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル

〜
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
で
販
売

し
て
い
ま
す
〜

　

市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
駅

周
辺
の
放
置
禁
止
区
域
内
で
撤

去
し
た
放
置
自
転
車
の
う
ち
、

保
管
期
限
の
過
ぎ
た
自
転
車
を

東
京
都
自
転
車
商
協
同
組
合
大

和
村
山
支
部
（
自
転
車
リ
サ
イ

ク
ル
協
力
店
）
に
無
償
譲
渡
し

て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
で
は
、

こ
れ
ら
の
自
転
車
を
整
備
・
再

生
し
て
販
売
を
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
東
大
和
市
自
転
車
リ
サ
イ
ク

ル
協
力
店

�
小
榑
自
転
車
店
（
南
街
２
―

　

―
４
。
�　

―　

―
０
７
２

１１１

０４２

５６１

２
）

�
十
文
字
サ
イ
ク
ル
（
南
街
２

―　

―　

。
�　

―　

―
３
８

７９

１３

０４２

５６１

１
６
）

※
価
格
・
台
数
等
に
つ
い
て
は
、

取
り
ま
と
め
店
の
小
榑
自
転
車

店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

■
平
成　

年
度
排
水
設
備
工
事

２７

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試

験試
験
日　
　

月
４
日
豸
午
前　

１０

１０

時
〜
正
午
／
青
山
学
院
大
学
青

山
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
（
渋
谷

区
渋
谷
４
―
４
―　

）
／
受
験

２５

手
数
料　

六
、
〇
〇
〇
円
／
主

催　

東
京
都
下
水
道
局
／
申
込

書
の
配
布　

７
月　

日
貂
〜
８

２１

月　

日
豺
の
間
、下
水
道
課（
市

３１
役
所
２
階
）
で
配
布
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）
／
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

８
月
３
日
豺
〜　

日
豺
に
、
同

３１

封
の
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
（
当
日
消
印
有
効
）

／
郵
送
先　

東
京
都
下
水
道
サ

ー
ビ
ス
㈱
（
千
代
田
区
大
手
町

２
―
６
―
２
）
／
下
水
道
課
・

内
線
１
２
３
５
ま
で
。

■
立
川
税
務
署
か
ら

　

平
成　

年
１
月
１
日
に
改
正

２７

相
続
税
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、「
相
続
税
・
贈
与
税
特
集
」

ペ
ー
ジ
を
設
置
し
、
相
続
税
の

仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た「
相
続
税
の
あ
ら
ま
し（
平

成　

年
分
）」
な
ど
の
各
種
情
報

２７
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
申
告

手
続
が
必
要
と
な
る
か
ど
う
か

を
判
定
す
る
「
相
続
税
の
申
告

要
否
判
定
コ
ー
ナ
ー
」
を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
相
続
税
・
贈

与
税
特
集
」、「
相
続
税
の
申
告

要
否
判
定
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
／
立
川
税
務
署
�　
０４２

―　

―
１
１
８
１
へ
。

５２３
■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
見
守
り

・
声
か
け
活
動

　

近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言

わ
れ
る
中
で
、
本
活
動
は
改
め

て
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、
高
齢
者

の
お
宅
ま
で
お
伺
い
す
る
「
声

か
け
」
と
、
外
か
ら
そ
れ
と
な

く
気
に
か
け
る
「
見
守
り
」
が

あ
り
ま
す
。関
心
の
あ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い

ま
す
／
社
会
福
祉
協
議
会
�　
０４２

―　

―
０
０
１
２
へ
。

５６４
■
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
〜

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ.

Ｃ
ｏ.

創
業
よ
ろ

ず
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創

業
を
目
指
し
て
い
る
方
、
顧
客

開
拓
に
苦
慮
し
て
い
る
中
小
企

業
の
経
営
者
／
８
月
５
日
貉
・

　

日
貉
・　

日
貉
・　

日
貉
／

１２

１９

２６

午
前
９
時　

分
か
ら
、　

時
か

３０

１１

ら
、午
後
１
時
か
ら
、２
時　

分
２０

か
ら
、
３
時　

分
か
ら
（
１
回

４０

１
時
間
以
内
。
事
前
予
約
制
）

／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
東
大
和
寮
３
階
／
創
業
支

援
者　

溝
口
暁
美
氏
／
申
込
方

法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
／
中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
担

当　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

　

７
月
の
診
療
日
及
び
担
当
歯

科
医
院
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
診
療
日　

７
月　

日
豺

２０

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
場
所　

豊
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
清
水
３
―　

―
５
Ｎ
Ｓ
ビ

７７４

ル　

）
�　

―　

―
０
７
５
４

１０１

０４２

５６７

▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
、
必
ず
歯
科
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
な
の
で
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。　

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

　

熱
中
症
は
自
宅
や
屋
外
で
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

は
、
身
体
の
機
能
が
未
熟
な
だ

け
で
な
く
、
生
活
環
境
に
よ
る

体
感
温
度
の
違
い
も
あ
り
、
注

意
が
必
要
で
す
。

○
暑
さ
に
気
づ
か
ず
脱
水
症
状

に
な
る
リ
ス
ク　

遊
び
に
熱
中

し
て
い
た
り
眠
っ
て
い
た
り
す

る
時
は
、
乳
児
は
特
に
自
ら
水

分
補
給
や
衣
類
を
調
節
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
外
出
時
や

乳
幼
児
の
熱
中
症
に 

　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い 

入
浴
後
、
よ
く
汗
を
か
い
た
時

な
ど
、
子
ど
も
が
水
分
を
い
つ

で
も
と
れ
る
よ
う
に
、
気
配
り

を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
地
面
に
近
い
ほ
ど
気
温
が
高

い　

身
長
が
低
い
こ
と
や
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
に
座
っ
て
い
る
状
態

は
、
地
面
か
ら
の
照
り
返
し
熱

の
影
響
で
大
人
が
感
じ
る
よ
り

も
２
〜
３
℃
暑
い
環
境
に
い
ま

す
。
規
則
正
し
い
生
活
に
よ
る

体
調
管
理
の
ほ
か
、
普
段
か
ら

運
動
や
入
浴
で
発
汗
の
習
慣
を

つ
け
て
お
く
こ
と
で
、
身
体
が

暑
さ
に
備
え
る
機
能
が
高
ま
り

ま
す
。
メ
ッ
シ
ュ
素
材
や
ゆ
っ

た
り
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
服
な

ど
、
熱
が
こ
も
り
に
く
く
体
温

調
節
し
や
す
い
服
装
を
選
ぶ
こ

と
も
大
切
で
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

�����������������������

祝
日
等
 

　

歯
科
応
急
診
療

武
蔵
大
和
駅 

多摩湖通り 

武蔵大和駅前 
郵便局 豊田歯科 

クリニック 

け
や
き
通
り 

平成27年度　国営昭和記念公園 
レインボープール割引券レインボープール割引券 

（東大和市）（東大和市） 
レインボープール割引券レインボープール割引券 

（東大和市）（東大和市） 
　この割引券を切り取って公園窓口に持参すれ 
ば、プール料金（入園料含む）が割引となります。 
大人（15歳以上）　　2,300円　→　2,100円 
子ども（小・中学生）1,200円　→　1,000円 
幼児（４歳以上の未就学児）300円　→　200円 
 1 枚で5人まで利用できます（4歳未満の人数 
  は除く）。 
ほかの割引券との併用はできません。 
午後2時以降はサンセットチケットをご利用 
ください。 
有効期間は平成27年7月18日（土）～9月6日（日） 
のプール営業期間中です。 
大人：　　人・子ども：　　人・幼児：　　人 
問合せ  同公園管理センター 　 042－528－1751

キリトリ線 

コピー不可 

様々な具で作れ、彩りが

きれいな「おにぎらず」
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□
夏
休
み
さ
を
り
織
り
体
験
〜

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
（
み
ん

な
の
会
）
／
７
月　

日
〜
８
月

１５

　

日
の
間
随
時
（
土
・
日
曜
日
、

３１祝
日
、
作
業
所
の
行
事
開
催
日

は
除
く
）
／
さ
を
り
織
り
で
小

さ
な
お
子
さ
ん
で
も
で
き
る
コ

ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
／
■費
 
　
５００

円
（
材
料
代
）
／
い
ず
れ
か
の

作
業
所
で
日
時
な
ど
を
相
談
し

て
く
だ
さ
い
／
■申
 

８
月　

日
ま

３１

で
に
第
一
み
ん
な
の
家　

―　
０４２

５６４

―
１
９
０
０
、
第
三
み
ん
な
の

家　

―　

―
８
７
７
６
へ
。

０４２

５６２

□
①
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
②
ラ

ジ
オ
体
操
講
習
会
③
人
形
劇
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
（
ラ
ジ
オ
体
操

会
連
盟
）
／
①
７
月　

日
〜
８

１９

月　

日
午
前
６
時　

分
〜
７
時

２３

２０

（
雨
天
中
止
）
②
７
月　

日
午

２１

前
６
時　

分
〜
７
時　

分
③
７

４５

２０

月　

日
午
前
６
時　

分
〜
７
時

２４

４５

　

分
／
■場
上
仲
原
公
園
芝
生
広

３０場
／
③
上
演
作
品
「
三
匹
の
子

ブ
タ
」「
も
も
た
ろ
う
」／
■講
 

②

小
坂
愛
／
■問
 

藤
原　

―　

―
１

０４２

５６２

３
７
３

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

〈
一
般
書
〉

�
地
域
に
希
望
あ
り

　
　
　
　
　

大
江 
正
章 
著

�
も
う
一
つ
の
「
幕
末
史
」

　
　
　
　
　

半
藤 
一
利 
著

�
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
志

願
し
た
男

　
　
　
　
　

小
林 
公
二 
著

�
う
た
う
と
は
小
さ
な
い
の

ち
ひ
ろ
い
あ
げ

　
　
　
　

村
上 
し
い
こ 
著

�
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
挿
絵
本 

　
　
　
　
　
　

鹿
島 
茂 
著

〈
児
童
書
〉

�
ひ
つ
じ
の
ブ
ル
ル

   
さ
い
と
う 
の
り
こ 
作

�
絵
本
で
学
ぶ 
イ
ス
ラ
ー

ム
の
暮
ら
し

            
松
原 
直
美 
文

�
ボ
ル
ネ
オ
で 
オ
ラ
ン
ウ

ー
タ
ン
に 
会
う

 
た
か
は
し 
あ
き
ら 
ぶ
ん

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　7月31日（金） 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・固定資産税・都市計画税 第2期 

・国民健康保険税 第1期全期前納 

・介護保険料 第1期 

・後期高齢者医療保険料 第1期 

□
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
ほ
か

／
７
月　

日
午
前　

時
〜　

時

１９

１０

１１

　

分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

４５ど
う
ま
め
／　

人
位
／
介
護
の

１０

悩
み
、
情
報
交
換
な
ど
／
認
知

症
の
ご
家
族
と
同
伴
で
も
可
／

■費
 
　

円
（
お
茶
代
）
／
■問
 

デ
イ

１００
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め　

―
０４２

　

―
９
７
７
８

５６５□
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
７
月　

日
午
後
１

１９

時　

分
〜
４
時
／
■場
デ
イ
サ
ー

３０
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／　

人
位

１０

／
地
域
の
方
と
お
茶
を
飲
ん
で

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
／
■費
 

　

円
（
お
茶
代
等
）
／
■問
 

デ
イ

２００サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め　

―
０４２

　

―
９
７
７
８　

５６５□
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）
／

市
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
／

８
月
１
日
・
９
日
・　

日
・　

日

２３

３０

午
後
２
時
〜
４
時　

分
／
■場
市

３０

民
体
育
館
／
技
術
ク
ラ
ス
別
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
技
術
指
導
／
■持
 

運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
／
運
動
が
で
き
る
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
／
■申
 

７
月

　

日
ま
で
に
山
地　

―　

―
７

２４

０４２

５６２

３
９
７
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）
へ
。

□
都
立
高
校
入
試
無
料
解
説
講

座（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

／
中
学
２
・
３
年
生
／
７
月　
２９

日
・　

日
・
８
月
１
日
・
２
日
・

３０

４
日
午
後
６
時
〜
９
時
／
■場
南

街
公
民
館
／　

人（
申
込
順
）／

３０

都
立
高
校
入
試
対
策
講
座
（
英

語
・
数
学
）／
入
試
問
題
等
の
資

料
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
／
■講
 

高
木
住
子
他
／
■持
 

筆
記
用
具
／

■申
 

７
月　

日
ま
で
に
飯
坂　

―

２６

０９０

３
９
０
３
―
０
７
３
６
へ
。

□
公
開
医
学
講
座
「
帯
状
疱
疹

に
つ
い
て
」（
社
会
医
療
法
人
財

団
大
和
会
）
／
８
月
１
日
午
後

３
時　

分
〜
４
時　

分
／
■場
武

３０

３０

蔵
村
山
病
院
／
■講
 

佐
藤
裕
子
／

申
込
不
要
／
■問
 

大
和
会
法
人
本

部
広
報
企
画
課　

―　

―
８
３

０４２

５６７

０
７

□
川
の
清
掃
「
第　

回
空
堀
川

２５

の
清
掃
」（
空
堀
川
を
考
え
る
会
）

／
７
月　

日
午
前
８
時　

分
〜

２５

３０

　

時
（
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場

１１合
は
翌
日
へ
順
延
）
／
集
合
場

所：
清
水
富
士
見
緑
地
／
軍
手

と
火
バ
サ
ミ
は
主
催
者
で
用
意

／
保
険
は
主
催
者
で
加
入
／
後

援：

東
京
都
北
多
摩
北
部
建
設

事
務
所
／
協
賛：
東
大
和
市
環

境
課
、
森
永
乳
業
㈱
／
■問
 

小
倉

　

―
５
４
６
７
―
６
８
６
０

０７０□
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー（
宝
石
箱
）

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
（
手
工

芸
連
盟
）
／
小
学
生
以
上
／
７

月　

日
午
前　

時
〜
正
午
／
■場

２５

１０

中
央
公
民
館
／　

人（
申
込
順
）

１０

／
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
体
験
会

（
８
㎝
×　

㎝
の
ミ
ニ
ボ
ッ
ク

１１

ス
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
飾
る
）

／
■講
 

川
村
た
つ
江
／
■費
 
　

円
６００

（
材
料
代
）／
■申
 

７
月　

日
ま
で

２１

に
川
村　

―　

―
３
２
９
７
へ
。

０４２

５６１

□
文
庫
連
ま
つ
り
（
文
庫
連
絡

会
）
／
幼
児
親
子
、
小
学
生
／

７
月　

日
午
前　

時
〜
午
後
０

２７

１１

時　

分
／
■場
中
央
図
書
館
／　

３０

５０

人
／
お
は
な
し
会
、
わ
ら
べ
う

た
、
お
り
紙
／
■問
 

上
田　

―
８

０９０

３
１
８
―
１
９
８
７

□
第　

回
納
涼
祭
（
社
会
福
祉

３１

法
人
向
会
）
／
８
月
１
日
午
後

５
時　

分
〜
８
時　

分
／
■場
向

３０

１５

台
老
人
ホ
ー
ム
中
庭
／
盆
踊
り
、

模
擬
店
、
太
鼓
シ
ョ
ー
、
大
抽

選
会
／
■問
 

向
台
老
人
ホ
ー
ム　
０４２

―　

―
６
７
８
７

５６２
□
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
＆
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

（
ピ
ー
ス
ア
ラ
イ
ヴ
）
／
８
月

２
日
正
午
〜
午
後
８
時
／
■場
ハ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
に
平
和
へ
の
願
い

を
込
め
て
歌
う
、
真
夏
の
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
飲
食
販
売

も
あ
り
ま
す
／
■費
 
　

円
〔
入
場

５００

料
（
一
部
を
募
金
し
ま
す
）〕
／

■問
 

相
原　

―
６
１
６
５
―
２
０

０９０

１
７

□
夏
休
み
伝
統
文
化
と
遊
び
親

子
体
験
教
室
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
け
は

な
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ ｓ
東
大
和
市
支
部
）

／
小
・
中
学
生
（
保
護
者
も
可
）

／
８
月
８
日
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時
／
■場
南
街
公
民
館
／　

人
１２

（
申
込
順
）
／
礼
法
・
茶
道
・

華
道
・
投
扇
を
気
軽
に
体
験
し

ま
す
／
■費
 

千
五
百
円
（
茶
菓
・

花
代
）
／
持
ち
物
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／

■問
 

山
内　

―　

―
４
０
２
２

０４２

４７１

□
第　

回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
東
大

１７

和
児
童
作
品
展
作
品
募
集
（
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
東
大
和
児
童
作
品

展
実
行
委
員
会
）
／
小
学
１
〜

６
年
生
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

で　

月
に
展
示
予
定
／
絵
画
の

１２
部：

４
つ
切
り
（
Ｂ
３
）
の
水

彩
・
パ
ス
テ
ル
。
書
写
の
部：

半
紙
／
ど
ち
ら
も
テ
ー
マ
は
自

由
で
す
／
全
て
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
優
秀
作
品
は
フ
ラ
ン
ス

で
展
示
さ
れ
ま
す
／
９
月　

日
１６

ま
で
に
作
品
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
／
■問
 

山
城　

―　

―
２
９

０４２

５６５

８
６

□
市
民
音
楽
祭
（
合
唱
連
盟
）

／
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
合
唱

と
器
楽
合
奏
の
グ
ル
ー
プ
／　
１０

月　

日
午
前　

時　

分
〜
午
後

２４

１１

３０

４
時
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
合
唱
と

器
楽
合
奏
の
発
表
会
／
■費
 

合
唱

連
盟
加
盟
団
体
１
人　

円
、
非

３００

加
盟
団
体
１
人
千
円
（
３
人
以

下
の
団
体
１
人
千
二
百
円
）、高

校
生
以
下
の
１
団
体
三
千
円
／

■申
 

８
月　

日
ま
で
に
高
橋　

―

３１

０９０

６
５
０
１
―
４
３
０
３
へ
。

□
「
第
九
を
歌
う
会
」　

周
年

１５

記
念
演
奏
会
参
加
団
員
募
集

（
第
九
を
歌
う
会
実
行
委
員
会
）

／
市
民
・
近
隣
市
民
の
方
／
平

成　

年
２
月　

日
午
後
２
時　

２８

２８

３０

分
〜
４
時　

分
／
■場
ハ
ミ
ン
グ

３０

ホ
ー
ル
／　

人
（
申
込
順
）
／

２００

指
揮：

黒
岩
英
臣
、合
唱
指
導 ：

辻
秀
幸
／
■費
 

レ
ッ
ス
ン
料：

二

万
三
千
円
、学
生
一
万
三
千
円
。

楽
譜
代：

二
千
円
。
別
に
チ
ケ

ッ
ト
協
力
あ
り
／
■申
 

８
月　

日
３１

ま
で
に
河
本　

―　

―
０
１
７

０４２

５６４

３
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）
へ
。

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員
募
集

（
シ
ャ
ト
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
）
／

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
／
毎

週
月
曜
日
午
前
９
時
〜　

時　
１１

３０

分
／
■場
市
民
体
育
館
／
初
心
者

・
経
験
者
大
歓
迎
／
■入
 

千
円
／

■月
 

二
千
百
円
／
■問
 

福
地　

―
３

０８０

０
０
３
―
６
２
２
５

□
男
声
合
唱
団
員
募
集
（
東
大

和
男
声
合
唱
団
）
／
歌
の
好
き

な
男
性
な
ら
ど
な
た
で
も
／
毎

週
月
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
／

■場
新
堀
地
区
会
館
／
■月
 

四
千
円

／
■問
 

福
間　

―　

―
６
７
９
８

０４２

５６２

頭痛のお話　
　頭痛は日常よく見られる症状の１つ
で、頭の中に異常を認めない一次性頭痛と
何らかの異常を認め、そのために起こる二
次性頭痛に分類されます。
　一次性頭痛には、頭の中や頭皮の血管の
拡張によりズキズキと拍動性に痛む片頭
痛、家庭環境や職業上のストレス等の精神
的緊張から筋肉の持続的収縮により 頭重 

ずじゅう

 感 、鈍痛、頭部の締め付け感をきたす緊張
かん

型頭痛、これらの要素が混じった混合頭痛、
ある特定の時期に 一  側  性 に眼の奥を中心

いっ そく せい

に激しい痛みが、数十分から数時間続く群
発性頭痛などがあります。これらの一次性
頭痛では内科的な治療が基本で、どんなに
激しい頭痛であっても生命に危険が及ぶ
ことはありませんが、二次性頭痛では話は
別です。
　二次性頭痛には、くも膜下出血や脳出血、
脳動脈解離（脳の動脈壁が裂けること）な
どの脳血管障害によるもの、頭の中にでき
る 腫瘍 によるもの、脳の表面にある髄膜と

しゅよう

いう膜に細菌やウイルスが感染を起こす髄
膜炎、急激な眼圧上昇により失明の恐れも
ある急性緑内障発作、 副  鼻  腔  炎 （ 蓄  膿  症 ）

ふく び くう えん ちく のう しょう

など多くの原因による頭痛があります。
　これらの二次性頭痛では外科的な処置が
必要な場合も多く、生命に危険を及ぼす可
能性もあります。特にくも膜下出血は、脳
動脈瘤の破裂により脳の表面に出血し、突
然、今までに経験したことのない激しい頭
痛を 呈 し、吐き気、 嘔  吐 を伴い、時には意

てい おう と

識障害をきたすこともあります。適切な診
断、処置（手術）をしないと重篤な状態と
なり死亡することも 稀 ではありません。こ

まれ

のような二次性頭痛の診断は神経内科や、
脳神経外科などの専門医による診察と頭部
ＣＴやＭＲＩなどによる検査が必須です。
頭痛でお悩みの方は、専門医を受診するこ
とをお勧めします。

公益社団法人東大和市医師会
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市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで



市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 5 ・ 7 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

 

●５０周年記念コンサート　グ
ラシェラ・スサーナ～半世紀
の思いを込めて～
　もの悲しいギターの音色に
導かれ、哀愁の低音で歌う「ア
ドロ」や「サバの女王」がミ
リオン・ヒット。スサーナの
独特の日本語は、歌の持つ情
感をいっそう深め、私たちの
心にまっすぐ響いてきます。
　７月２０日（祝日）午後２時
開演／大ホール　全席指定／
一般４,５００円（友の会４,０５０円）
※未就学児の入場はご遠慮く
ださい。
●「お祭りやろう」演劇／ダ
ンス公演　発表会
　 演出家のトチアキタイヨウ

チケット発売中の自主事業

と小学３～６年生の子どもた
ちが８日間のワークショップ
を通じて創作した舞台公演
　８月９日 豸 午後２時開演／
小ホール　全席自由／入場無
料／パフォーマンスキッズ・
トーキョーのホームページ
（http :/ /www . children-art. net
/pkt/）またはファクス（０３-
５９６１-５７３８）でお申し込みくだ
さい。
●ジョージ・ブレイス　カル
テット　ジャズコンサート
　 8 月2 2日 貍午後 6 時開演／
小ホール　全席自由／前売
2,500 円 （大学生以下 1, 000 円。
学生証提示）
●ハミングホールセレクショ
ン「父と暮せば」
　井上ひさしが広島を舞台に
描いた、原爆で犠牲になった
父と遺された娘との二人芝
居。演劇集団円による名作の
上演にご期待ください。
　８月２９日 貍 午後３時開演／
小ホール　全席自由（整理番
号付）／一般２,５００円、小学生

～高校生２,０００円
※未就学児の入場はご遠慮く
ださい。

 

●国立音楽大学　学生による
コンサート
　７月２９日 貉 正午開演／入場
無料

 

　市民を対象とした調整会議
は８月１日貍午後１時３０分か
ら行います。

ロビーコンサート

８月の施設利用の申込み
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観光キャラクター“うまべぇ”出没情報

“うまべぇ”に会いに来てね！
�子どもたちとの公民館＆児童館／ 7月 18日
　貍 午後 1 時 30分 ～ 4 時／なんがい児童館
�みのり納涼祭／ 7月 25日貍 午後 4 時～ 7 時
　／みのり福祉園
�地域交流行事「やまと苑納涼祭」 ／ 7 月 26
　日豸午後 6 時 ～ 8 時 30分 ／ （社福）やまと苑
�問合せ　産業振興課・内線 1074 まで。

■
日
本
年
金
機
構
等
の
職
員
を

名
乗
る
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、

職
員
の
端
末
に
対
す
る
外
部
か

ら
の
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
よ
る
不

正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
機
構
が

保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
の
一

部
が
外
部
に
流
出
し
て
い
る
こ

と
が
、
５
月　

日
に
判
明
し
ま

２８

し
た
。
年
金
情
報
流
出
を
口
実

に
し
て
「
日
本
年
金
機
構
」
や

「
年
金
事
務
所
」、「
厚
生
労
働

省
」
や
「
市
役
所
」
な
ど
の
職

員
と
称
し
て
、
現
金
を
請
求
し

た
り
、
銀
行
口
座
を
聞
き
出
す

な
ど
、
不
審
な
電
話
や
訪
問
が

あ
っ
た
と
い
う
問
合
せ
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
個
人
情
報
が
漏
れ

て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
デ
ー
タ
を
削
除
す
る
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
け
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

口
座
か
ら
現
金
が
引
き
出
さ
れ

た
事
例
等
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
等
の
職
員
が
、

電
話
で
銀
行
の
口
座
番
号
を
聞

い
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指

示
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
届
出
や
申
請
の

手
数
料
と
称
し
て
現
金
を
請
求

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
事
務
所
等
の
職
員
を
名

乗
っ
た
訪
問
や
電
話
で
不
審
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場

で
対
応
す
る
こ
と
な
く
、
年
金

事
務
所
及
び
警
察
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
事
務

所
の
職
員
が
訪
問
す
る
際
は
、

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も

６０

加
入
で
き
ま
す

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
日
本

２０

６０

に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
被
用

者
年
金
制
度
の
被
保
険
者
ま
た

は
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受

け
ら
れ
る
方
を
除
い
て
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
、
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、　

歳
６５

か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
年
金

受
給
権
は　

年
以
上
保
険
料
の

２５

納
付
・
免
除
若
し
く
は
合
算
対

象
（
カ
ラ
）
期
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
・
免

除
期
間
に
よ
っ
て
受
け
取
る
年

金
額
が
異
な
り
ま
す
。
年
金
受

給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
、

ま
た
は
未
納
期
間
や
未
加
入
期

間
が
あ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、　

歳
以
降
の
申
出

６０

さ
れ
た
月
か
ら　

歳
到
達
月
の

６５

前
月
ま
で
高
齢
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昭

和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

４０
れ
た
方
で
、　

歳
に
な
っ
て
も

６５

年
金
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な

い
方
は
、　

歳
到
達
月
の
前
月

７０

ま
で
の
期
間
で
年
金
受
給
権
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
は

特
例
高
齢
任
意
加
入
に
よ
り
、

加
入
期
間
を
延
長
で
き
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分
（
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２８年８月大・小ホール
平成２８年２月その他の施設

お医者さんとのお付き合い　
　本年４月、「生涯にわたって　健康でいきい
きと豊かな人生をおくれるまち　東大和」を基
本理念とする「東大和市健康増進計画」が策定
されました。その総合目標の一つは、「健康寿命
の延伸」です。
　この目標を実現する上での大きな課題の一つ
が、医療者と良好な関係を結ぶことです。
　加齢による体の不具合は自然なことですが、
いざその事態に直面すると、焦りや不安に襲わ
れ、原因究明に 汲々 となるのが人の常のように

きゅうきゅう

思われます。
　そうした心持ちになってしまうと、常日頃診
てもらっているお医者さんが、何か頼り無い存
在に見えてきます。
　そうなる大きな理由の一つには、掛かりつけ
のお医者さんが、病因について断定的な物言い
を余りしないことがあると思います。
　特に昨今、テレビ番組などに、名医と評され
る医師が盛んに出てきて、明快に所見を語り、
みんなの関心をさらいます。
　これに比べて、目の前のお医者さんを、 心許 

こころもと

なく思ってしまうのではないでしょうか。
　しかし、このような医療番組は、放送局が視
聴率獲得を狙ってショウアップしたもので、自
分自身でしっかり考えないと、これに振り回さ
れる羽目になり、無用な心配を抱え込むことに
なるでしょう。
　そして、根本的な事として、人間の肉体は、
何百億年か知れない宇宙進化の頂点に位置する
ものとされ、そこには無限とも言える局面が潜
んでいる、と思うのです。
　こう見てくると、断定的な物言いをしないの
は、当然の成りゆきであって、むしろ責任ある
姿勢と言えるでしょう。
　病を、私たち生き物は、避けて通ることが出
来ません。観念して、身近なお医者さんとの信
頼関係を大切にして、行政サービスも利用しつ
つ、病と上手く付き合い続ける前向きな心の耐
性を会得するのが得策、と考えます。
　いかがでしょうか。　 （市民記者　浅利和彦）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています


